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 今後の研究では，パルサーの観測データを解析することで背景重⼒波の円偏光モード
の検出を⽬指す．また，直線偏光背景重⼒波を検出するための理論を構築する． 
 
【背景重⼒波の円偏光モードの検出】 
 本研究では，パルサーを⽤いて，背景重⼒波の円偏光モードの検出を⽬指す．これま
での研究では，背景重⼒波の無偏光モードが検出対象であった[1]．背景重⼒波の円偏

光モードの検出がなされれば，時空のパリティの破れの証拠になる．円偏光モードの⽣
成が可能な理論としては，Chern-Simon 重⼒理論[2]が挙げられる．ここで，円偏光背
景重⼒波を検出するための⽅法は，私の修⼠課程における論⽂[3]によって明らかにな

った． 
 
【背景重⼒波の直線偏光モードの検出理論の構築】 

 背景重⼒波の直線偏光モードを検出するための⽅法は，まだ知られていない．よって，
本研究では，パルサーを⽤いて，直線偏光モードを検出するための⽅法を考案する．そ
して，その検出理論を⽤いて，直線偏光モードの検出を⽬指す．直線偏光モードの検出

がなされれば，時空の対称性の破れの証拠になる．直線偏光モードを⽣成することが可
能な理論としては，スカラー場とゲージ場が相互作⽤しているインフレーション理論
[4]が挙げられる. 
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